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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月4日(2018.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　導電層２８は、第１の方向Ａにおいて圧電体２２の第１の外表面２２Ａに設けられる。
導電層２８は、第１の外表面２２Ａの半分以上を覆う。導電層２８は、少なくとも一部が
第２の電極層２６との間に圧電体２２の第２の領域Ｒ２を挟んで圧電体２２に設けられる
。導電層２８は、導電性を有する。導電層２８は、第１の電極層２４および第２の電極層
２６に圧電体２２を介して接続される。導電層２８は、第１の電極層２４、第２の電極層
２６、第１の接続部３０、および、第２の接続部３２とは直接的に接触しない。導電層２
８の圧電体２２とは反対側の表面は、検出体Ｘ（図１参照）に接触した状態で検出体Ｘに
張り付けられる。導電層２８の圧電体２２とは反対側の表面は、接着剤を介して検出体Ｘ
に張り付けられてもよい。第１の方向Ａの一方Ａ１側の圧電体２２の表面を第２の外表面
２２Ｂとし、第１の方向Ａの他方Ａ２側の圧電体２２の表面を第１の外表面２２Ａとする
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　圧電層２２Ｘを焼成する第５の工程では、第４の工程によって形成された積層体２５が
焼成される。焼成温度は、電極層２４，２６および接続部３０，３２の融点よりも高くな
るように設定される。電極層２４，２６および接続部３０，３２が、銀およびパラジウム
を含む場合、焼成温度は一例では９５０℃～１０３０℃に設定される。各圧電層２２Ｘは
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、焼成によって図１０に示すように一体化して圧電体２２を形成し、第１の電極層２４、
第２の電極層２６、第１の接続部３０、および、第２の接続部３２が圧電体２２の内部に
埋め込まれた状態になる。図１０において第２の方向Ｂの一方側の複数の貫通孔２２Ｙは
１つの孔２７Ａを形成し、孔２７Ａに設けられる各圧電層２２Ｘの第１の接続部３０が連
続する。図１０において第２の方向Ｂの他方側の複数の貫通孔２２Ｙは１つの孔２７Ｂを
形成し、孔２７Ｂに設けられる各圧電層２２Ｘの第２の接続部３２が連続する。圧電体２
２の第１の外表面２２Ａには、第１の電極層２４、第２の電極層２６、第１の接続部３０
、および、第２の接続部３２のいずれも露出しない。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　直流電圧の印加によって第１の電極層２４と第２の電極層２６との間に挟まれる第１の
領域Ｒ１、第２の電極層２６と導電層２８との間に挟まれる第２の領域Ｒ２、および、第
１の外部電極層３４と第２の電極層２６との間に挟まれる第３の領域Ｒ３が分極される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　導電層２８が設けられていない圧電素子では、圧電体２２のうちの最も第１の方向Ａの
他方Ａ２側の第２の電極層２６よりも他方Ａ２側の領域には直流電圧が印加されないため
、分極されない。直流電圧の印加によって圧電体２２のうちの分極される第１の領域Ｒ１
には残留変位が生じる。このため、分極されない領域と残留変位を有する第１の領域Ｒ１
との間に発生する内部応力が、反りやたわみの原因となるおそれがある。圧電素子２０で
は、第２の電極層２６と第１の外表面２２Ａとの間に形成される第２の領域Ｒ２にも第１
の領域Ｒ１と同様に均一な電圧が印加されて分極される。このため、直流電圧の印加によ
る圧電体２２の第２の方向Ｂの変位が均一になり、反りおよびたわみの発生を抑制するこ
とができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　・第１の電極層２４を第２の外表面２２Ｂ上に配置することもできる。この場合、第１
の電極層２４が第１の外部電極層として機能する。
　・第１の電極層２４と第２の電極層２６とを入れ替えることもできる。この場合、導電
層２８は最も第１の外表面２２Ａに近い第１の電極層２４との間に圧電体２２の第２の領
域Ｒ２を挟んで圧電体２２に設けられる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図９】
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